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[1] (定義) ATA = Enなる正方行列Aを という．

[2] (定義) x ̸= o, y ̸= oのとき，

⟨x,y⟩
||x||∥|y||

= (1) なる θ (0 ≤ θ ≤ π)がただ一つ存在し，

xと yの (2) という．

⟨x,y⟩ = 0，すなわち θ =
π

2
のとき，xと yは (3) という．

[3] (定義) v ∈ Enを大きさ ||v|| = 1なるベクトルとする．

⟨x,v⟩vを xの v方向への (1) という．

また，x− ⟨x,v⟩vを xの vに関する (2) という．

[4] (定理) v1, . . .vk ∈ En (1 ≤ k ≤ n− 1)は，大きさが 1で，互いに直交しているとする.

x ∈ Enに対して，x′ = は，v1, . . . ,vkと直交する．

[5] (グラム・シュミットの正規直交化法) v1, . . . ,vn ∈ Enとする．

行列Q = (v1 · · · vn)は (1) を仮定する．

p1 := (2) とし，i = 2, . . . , nに対して，順番に

pi :=
vi − ⟨vi,p1⟩p1 − · · · − ⟨vi,pi−1⟩pi−1

||vi − ⟨vi,p1⟩p1 − · · · − ⟨vi,pi−1⟩pi−1||

とすれば，P = (p1 · · · pn)は (3) となる．


